
1　評価点

原則として整数での評価とするが、配点基準の範囲内で、小数点１位までの評価も可能

例）「1.5」や「1」の評価も可能。「3」や「1.55」は不可。

２　要綱第７条（２）に定める「審査委員の平均点」の算出方法

３　選定委員欠席の場合

応募法人が作成した二次審査資料のみで審査できると委員が判断した項目は評価（採
点）を行う。（19年度の公募選定と同様）

応 募 法 人 の 概 要

審査項目（最小の配点単位）ごとに、各委員の評価点の平均点（小数点以下第２位を四
捨五入）を算出し、その合計を二次審査の評価点とする。

採 点 方 法

1 2
0

利用見込み
（配点２点） ・具体性がない。

・具体的で説得力がある。利用者の見込み
の立て方に具体
性があるか。

社会福祉法人 八陽会社会福祉法人 寿栄会

※二次審査順

代表者

応募圏域

・３ユニット（定員10・10・9人） ・３ユニット（定員７人×３）

・多床室２ヵ所（定員４人×２）

一次審査結果

・訪問介護

実施する第
一種社会福
祉事業

社会福祉法人 八陽会

理事長　李澤　隆聖

特別養護老人ホーム 修光園

社会福祉法人 寿栄会

理事長　田名部　喜栄

特別養護老人ホーム 寿楽荘

八戸市大字十日市字黒坂35八戸市大字市川町字夏秋４

・通所介護（デイサービス）

・訪問介護

・居宅介護支援事業所

・通所介護（デイサービス）

・認知症対応型通所介護

・短期入所生活介護（ショートステイ）

一部ユニット型（多床室あり)：定員29人

定員７５人　昭和61年設立

・介護老人福祉施設

・短期入所生活介護（ショートステイ）

・居宅介護支援事業所

定員５０人　昭和55年設立

・介護老人福祉施設

ユニット型 ： 定員29人

柏崎・吹上地区

※二次審査順

４８点（５０点満点）４７点（５０点満点）

短期入所生活介護（ショートステイ）
10床併設

短期入所生活介護（ショートステイ）
10床併設

実施する介
護事業

応募内容

・小規模多機能型居宅支援事業所

・認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

柏崎・吹上地区



平成21年度八戸市地域密着型介護老人福祉施設公募選定二次審査採点票

社会福祉法人

寿栄会
社会福祉法人

八陽会

1 設置希望者の状況
3 3

2
0

0
4

2
0

2 設置場所の状況
2 3

2
△ 10

3 設備計画の状況
2 5

2
△ 2

3 4
2

△ 2
4 2

0
2
0

4 職員の状況
2 2

0
△ 2

3 4
2
0

審 査 項 目

設置の理念、運営
についてどの程度
熱意と主体性があ
るか。

配　点　基　準
審　査　欄

評　価　点　数

建築（改修）
計画または
賃貸借契約
の状況
（配点４点）

職員確保の
見込み
（配点２点）

・配慮されている。

建築（改修）計画
は妥当か。
償還計画は妥当
か。

委員名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

研修計画
（配点４点）

職員に対する各種
研修の計画がど
の程度見込める
か。

採点

安全性
（配点３点）

防火安全対策に
配慮した構造、設
備か。

・十分配慮されている。
・配慮が足りない。

13

・配慮されている。

・十分配慮されている。利用者への
配慮
（配点５点）

・ほとんどの職員を選定後に募集する。
・具体的な見込みはまだない。

・　　　〃　　が認められる。
・理念・熱意が顕著に認められる。

7
基準点

設置の理念
（配点４点）

3

1

介護保険制
度・地域密
着型介護老
人福祉施設
の理解
（配点３点）

介護保険制度・地
域密着型介護老
人福祉施設サービ
スについてどの程
度理解している
か。

・　　　　〃　　　をあまり理解していない。

どの程度安全な場
所であるか。

・必要な研修の実施が見込める。

防火安全対
策
（配点４点）

・建築（改修）計画は妥当である。

・必要な職員の確保が確実である。

・　　　〃　　が認められない。

・介護保険制度・地域密着型介護老人福祉
施設のサービスを十分理解している。
・　　　　〃　　　を理解している。

・説明資料の作成や事業説明をコンサルタ
ント任せにしていない。
・　　　〃　　をコンサルタント任せにしている。

3

・償還計画は妥当でなく不安がある。

・とても安全な場所である。

・安全な場所ではない。
・安全な場所である。

・建築（改修）計画は妥当でなく不安がある。
・償還計画は妥当である（借入金なしを含む）。

・必要な研修の実施に不安がある。

・全職員に十分な研修の実施が見込める。

職員確保の見込
みはどうか。

高齢者の特性に
配慮した構造、設
備か。

6

・配慮が足りない。



平成21年度八戸市地域密着型介護老人福祉施設公募選定二次審査採点票

社会福祉法人

寿栄会
社会福祉法人

八陽会

5 地域との連携
1

3
2
1
0

3
1
0

2 2
0

6 利用者計画
1 2

0

2 2
0

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

2
0

2
0

3 3
2
0

サービスの提供確
保、夜間における緊
急時の対応等のた
め、協力医療機関
等との連携・支援が
確保される見通し
か。

医療機関等
との連携
(配点２点）

利用見込み
（配点２点）

事業収支計
画
（配点３点）

処遇方策の
状況
（配点11点）

損害賠償保険の
加入について検討
しているか。

利用者の意見・要望
をサービス向上につ
なげる仕組みを検討
しているか。

利用者の火気の
扱いについて検討
しているか。

重度者に対応でき
る環境の整備を検
討しているか。

感染症・食中毒対
策について検討し
ているか。

ケアの提供、または
ケアプランの作成に
ついて、具体的な方
針があるか。

事業所における事
故等、緊急の場合
の処遇等について
検討しているか。

・具体性がない。
・具体的に検討している。

・具体性がない。

虐待防止対策に
ついて検討してい
るか。

・具体性がない。

・具体的に検討している。

家族・地域との積
極的な交流事業
は確保される見通
しか。

・具体性がない。

・具体的に検討している。

収入確保の見込
みや、役員及び管
理者等の給料や
運営費の支出計
画が妥当か。

過去１年以内に

・具体的に検討している。

・妥当な計画である。

・具体性がない。
・具体的に検討している。

・具体的で説得力がある。

・妥当な計画でない。

・具体性がない。

・具体性がない。

・具体性がない。

・具体的に検討している。

・非常に優れた計画である。

・具体的に検討している。

・事業計画に具体性がなく実現性が低い。
・具体的な事業計画がある。
・具体的で実現性の高い事業計画がある。

家族・地域との積
極的な交流事業を
実施しているか。

家族・地域と
の交流
（配点３点）

　・開催実績なし
(2)上記以外の法人

　・家族との交流事業を２回以上開催

(1)市内で地域密着型介護老人福祉施設またはグループホーム
を経営している法人の場合

利用者の見込み
の立て方に具体
性があるか。

　・家族・地域との交流事業を２回以上開催
　・　　　　　〃　　　　　　　　　を１回開催

・具体性がない。
・具体的に検討している。

・あまり具体的でない。
・具体的で実現性が高い。

5

16



平成21年度八戸市地域密着型介護老人福祉施設公募選定二次審査採点票

社会福祉法人

寿栄会
社会福祉法人

八陽会

7 特別加減項目
2 減算項目
1 △ 10

各
△ 5

△ 10

△ 10

△ 15

△ 20

△ 20

△ 15

3
1 △ 20

△ 5

△ 10

※事務局又は委員は、特別加減項目に該当する事項がある場合は、委員に報告し、必要があれば関係者から事実関係
を聴取したうえで、採点を行う。

（下限 ∞）

経営状況に問題
はないか
不祥事や苦情、
告発等及び実地
指導等における
支障

・介護保険の円滑な運営を妨げる行為
行政との良好な
関係

・市の同意なしに事業者指定を受けたことがある

・訴訟等のトラブル

・実地指導時指摘事項の改善不履行、資料
提出遅延

・虚偽の内容で公募申し込みをしたことがあ

・過去に「審査の妨害行為」あり

・市の同意なしに事業者指定・定員増を申請
している

今までの
実績

・他の事業も含めて、決算状況に問題がある
場合

△ 10
～

・職員の職務上の不祥事や苦情、告発

公正な審査を妨
害するような行為
があるか。

（該当しない場合
は検討不要）

③禁錮以上の刑が確定した場合
既存事
業の指
定取消

①上記行為により書類送検された場合

特別減算項目

・市の同意なしに定員増を行ったことがある

失 格

審査の妨
害行為 ・審査委員、市職員に対する名誉毀損等

・審査委員、市職員に対する脅迫・威嚇・贈賄等

（下限 ∞）
さらに、加えて

②上記行為により起訴された場合



平
成
2
1
年
度
 八
戸
市
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
 評
価
基
準

評
　

価
　

基
　

準
評

価
に

関
連

す
る

人
員

・
設

備
・

運
営

基
準

1
設

置
希

望
者

の
状

況
3 4

評
　

価
　

基
　

準
評

価
に

関
連

す
る

人
員

・
設

備
・

運
営

基
準

2
2

介
護

保
険

制
度

・
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

の
理

解

ユ
ニ

ッ
ト

ケ
ア

の
取

り
組

み
や

低
所

得
者

の
入

所
へ

の
配

慮
も

含
ま

れ
る

。

設
置

場
所

の
状

況

審
 
査

 
項

 
目

審
　

査
　

欄
解

釈
・

評
価

点
算

出
方

法

設
置

の
理

念
・

理
念

・
熱

意
が

認
め

ら
れ

な
い

と
は

？

（
例

）
遊

休
資

産
、

余
剰

資
産

・
人

員
の

活
用

が
目

的
の

場
合

な
ど

。

審
 
査

 
項

 
目

審
　

査
　

欄
解

釈
・

評
価

点
算

出
方

法

安
全

性
ど

の
程

度
安

全
な

場
所

で
あ

る
か

。
・

危
険

な
場

所
と

は
？

緊
急

車
両

の
通

行
に

支
障

が
あ

る
（

道
路

の
狭

い
住

宅
密

集
地

の
中

に
あ

る
）

、
大

雨
時

に
浸

水
被

害
を

受
け

た
こ

と
が

あ
る

、
近

く
に

崖
が

あ
る

、
交

通
事

故
が

多
発

し
て
い

る
な

ど
。

○
1
3
0
条

第
１

項
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

は
、

地
域

密
着

型
施

設
サ

ー
ビ

ス
計

画
に

基
づ

き
、

可
能

な
限

り
、

居
宅

に
お

け
る

生
活

へ
の

復
帰

を
念

頭
に

置
い

て
、

入
浴

、
排

せ
つ

、
食

事
等

の
介

護
、

相
談

及
び

援
助

、
社

会
生

活
上

の
便

宜
の

供
与

そ
の

他
の

日
常

生
活

上
の

世
話

、
機

能
訓

練
、

健
康

管
理

及
び

療
養

上
の

世
話

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
入

所
者

が
そ

の
有

す
る

能
力

に
応

じ
自

立
し

た
日

常
生

活
を

営
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
を

目
指

す
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
○

1
3
0
条

第
２

項
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

は
、

入
所

者
の

意
思

及
び

人
格

を
尊

重
し

、
常

に
そ

の
者

の
立

場
に

立
っ

て
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

入
所

者
生

活
介

護
を

提
供

す
る

よ
う

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

○
1
3
0
条

第
３

項
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

は
、

明
る

く
家

庭
的

な
雰

囲
気

を
有

し
、

地
域

や
家

庭
と

の
結

び
付

き
を

重
視

し
た

運
営

を
行

い
、

市
町

村
、

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
、

居
宅

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
、

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

、
他

の
介

護
保

険
施

設
そ

の
他

の
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
又

は
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

者
と

の
密

接
な

連
携

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

1



平
成
2
1
年
度
 八
戸
市
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
 評
価
基
準

評
　

価
　

基
　

準
評

価
に

関
連

す
る

人
員

・
設

備
・

運
営

基
準

3
2 3 4

・
資

金
計

画
に

問
題

が
あ

る
。

（
例

）
自

己
資

金
が

十
分

（
３

０
％

以
上

）
で

な
い

。
不

確
実

な
収

入
を

見
込

ん
で

い
る
。

防
火

安
全

対
策

防
火

安
全

対
策

に
配

慮
し

た
構

造
、

設
備

か
。

・
「

配
慮

さ
れ

て
い

る
」

と
は

？
（

例
）

火
災

通
報

設
備

を
設

置
し

て
い

る
。

消
火

器
を

十
分

に
設

置
し

て
い

る
。

防
火

に
配

慮
し

た
素

材
を

建
物

に
使

用
し

て
い

る
。

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
は

設
置

が
義

務
化

さ
れ

て
い
る

た
め

、
配

慮
に

は
含

ま
な

い
。

・
計

画
が

過
大

で
あ

る
。

償
還

計
画

は
妥

当
か

。

審
 
査

 
項

 
目

審
　

査
　

欄
解

釈
・

評
価

点
算

出
方

法

設
備

計
画

の
状

況
利

用
者

へ
の

配
慮

高
齢

者
の

特
性

に
配

慮
し

た
構

造
、

設
備

か
。

・
「

配
慮

さ
れ

て
い

る
」

と
は

？
（

例
）

居
室

、
便

所
、

洗
面

設
備

事
務

室
、

非
常

口
の

配
置

に
工

夫
が

見
ら

れ
る

。

・
「

配
慮

が
足

り
な

い
」

と
は

？
（

例
）

宿
泊

室
が

２
階

以
上

の
階

に
あ

る
の

に
エ

レ
ベ

ー
タ

が
設

置
さ

れ
て

い
な

い
。

・
「

妥
当

で
な

い
」

と
は

？
（

例
）

土
地

に
複

雑
な

権
利

関
係

が
設

定
さ

れ
て

い
た

り
、

農
地

転
用

の
許

可
が

必
要

で
あ

る
場

合
な

ど
、

着
工

ま
で

に
期

間
を

要
す
る

。

償
還

年
額

が
年

間
収

入
の

１
５

％
以

上

・
既

存
建

物
の

改
修

で
、

耐
震

性
能

に
不

安
が

あ
る

。
（

昭
和

５
５

年
以

前
の

建
築

で
、

築
後

耐
震

化
改

修
が

な
さ

れ
て

い
な

い
場

合
な

ど
。

）

・
「

妥
当

で
な

い
」

と
は

？

建
築

（
改

修
）

計
画

ま
た

は
賃

貸
借

契
約

の
状

況

(
1
)
設

置
者

所
有

の
場

合
、

建
築

（
改

修
）

計
画

は
妥

当
か

。

2



平
成
2
1
年
度
 八
戸
市
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
 評
価
基
準

評
　

価
　

基
　

準
評

価
に

関
連

す
る

人
員

・
設

備
・

運
営

基
準

4
2 3

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

審
　

査
　

欄
解

釈
・

評
価

点
算

出
方

法

職
員

の
状

況
職

員
確

保
の

見
込

み
職

員
確

保
の

見
込

み
は

ど
う

か
。

・
「

職
員

の
確

保
が

確
実

」
と

は
？

（
例

）
同

一
法

人
内

で
の

配
置

転
換

な
ど

に
よ

り
、

資
格

・
経

験
を

も
っ

た
職

員
が

確
保

可
能

で
あ

る
。

・
「

具
体

的
な

見
込

み
が

な
い

」
と

は
？

職
員

確
保

策
に

つ
い

て
、

募
集

方
法

な
ど

具
体

的
な

計
画

が
な

く
、

見
込

み
も

不
透

明
な

場
合

。
・

全
職

員
に

対
し

て
、

初
任

者
研

修
等

年
１

～
２

回
以

上
の

研
修

を
実

施
す

る
な

ど
、

法
人

と
し

て
、

運
営

基
準

に
定

め
ら

れ
た

以
上

の
研

修
を

実
施

す
る

と
い

う
明

確
な

方
針

と
実

績
の

あ
る

場
合

に
限

る
。

た
だ

し
、

法
人

が
費

用
を

負
担

し
て

い
な

い
場

合
は

含
ま

な
い

。
過

去
３

年
以

内
に

職
員

の
資

格
、

研
修

等
に

つ
い

て
の

指
摘

・
指

導
を

受
け

た
こ

と
が

な
い

場
合

に
限

り
、

配
点

可
能

。

研
修

計
画

職
員

に
対

す
る

研
修

の
計

画
が

ど
の

程
度

見
込

め
る

か
。

・
「

十
分

な
研

修
」

と
は

？

・
「

必
要

な
研

修
」

と
は

？
運

営
基

準
に

定
め

ら
れ

た
必

要
な

研
修

が
、

確
実

に
実

施
さ

れ
る

見
込

の
あ

る
場

合
。 た

だ
し

、
過

去
３

年
以

内
に

職
員

の
資

格
、

研
修

等
に

つ
い

て
の

指
摘

・
指

導
を

受
け

た
こ

と
が

な
い

場
合

に
限

り
、

配
点

可
能

。

○
第

1
4
9
条

第
３

項
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

は
、

従
業

者
に

対
し

、
そ

の
資

質
の

向
上

の
た

め
の

研
修

の
機

会
を

確
保

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

3



平
成
2
1
年
度
 八
戸
市
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
 評
価
基
準

評
　

価
　

基
　

準
評

価
に

関
連

す
る

人
員

・
設

備
・

運
営

基
準

5
1

・
「

運
営

推
進

会
議

」
は

交
流

に
含

ま
れ

る
か

？

医
療

機
関

等
と

の
連

携

（
例

）
協

力
医

療
機

関
等

が
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

に
出

席
ま

た
は

助
言

。

・
「

実
現

性
が

高
い

」
と

は
？

協
力

医
療

機
関

等
に

よ
る

連
携

・
支

援
の

実
績

が
あ

る
。

ま
た

は
、

他
事

業
所

で
連

携
・

支
援

の
実

績
の

あ
る

医
療

機
関

等
を

協
力

医
療

機
関

等
と

す
る

見
通

し
が

立
っ

て
い

る
。

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

審
　

査
　

欄
解

釈
・

評
価

点
算

出
方

法

設
置

予
定

町
内

会
と

の
合

意
が

で
き

て
い

る
場

合
な

ど
。

地
域

と
の

連
携

家
族

・
地

域
と

の
交

流
(
１

)
市

内
で

地
域

密
着

特
養

か
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

を
経

営
し

て
い

る
法

人

運
営

推
進

会
議

は
地

域
密

着
特

養
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
に

義
務

付
け

ら
れ

て
い

る
の

で
、
交

流
事

業
に

は
含

ま
な

い
。

(
2
)
上

記
以

外
の

法
人

家
族

・
地

域
と

の
積

極
的

な
交

流
が

確
保

さ
れ

る
見

通
し

か
。

・
「

具
体

的
」

と
は

？
・

「
実

現
性

の
高

い
」

と
は

？
法

人
と

し
て

、
家

族
・

地
域

と
の

交
流

に
関

す
る

明
確

な
方

針
と

実
績

の
あ

る
場

合
。

2
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

確
保

、
夜

間
に

お
け

る
緊

急
時

の
対

応
等

の
た

め
、

協
力

医
療

機
関

等
と

の
連

携
・

支
援

が
確

保
さ

れ
る

見
通

し
か

。

・
「

具
体

的
」

と
は

？
協

力
医

療
機

関
等

と
の

連
携

の
見

通
し

が
立

っ
て
い

る
。

・
「

連
携

・
支

援
」

と
は

？

○
第

1
5
7
条

（
第

8
5
条

を
準

用
）

指
定

地
域

密
着

型
介

護
老

人
福

祉
施

設
入

所
者

生
活

介
護

事
業

者
は

、
そ

の
事

業
の

運
営

に
当

た
っ

て
は

、
地

域
住

民
又

は
そ

の
自

発
的

な
活

動
等

と
の

連
携

及
び

協
力

を
行

う
等

の
地

域
と

の
交

流
を

図
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

○
1
5
2
条

第
１

項
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

は
、

入
院

治
療

を
必

要
と

す
る

入
所

者
の

た
め

に
、

あ
ら

か
じ

め
、

協
力

病
院

を
定

め
て

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
○

1
5
2
条

第
２

項
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

は
、

あ
ら

か
じ

め
、

協
力

歯
科

医
療

機
関

を
定

め
て

お
く

よ
う

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

4



平
成
2
1
年
度
 八
戸
市
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
 評
価
基
準

評
　

価
　

基
　

準
評

価
に

関
連

す
る

人
員

・
設

備
・

運
営

基
準

6
1 2

ケ
ア

の
提

供
、

ま
た

は
ケ

ア
プ

ラ
ン

の
作

成
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

方
針

が
あ

る
か

。

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

審
　

査
　

欄

処
遇

方
策

の
状

況

解
釈

・
評

価
点

算
出

方
法

利
用

者
計

画
利

用
見

込
み

利
用

者
の

見
込

み
の

立
て

方
に

具
体

性
が

あ
る

か
。

・
「

具
体

的
で

説
得

力
が

あ
る

」
と

は
？

・
利

用
意

向
調

査
等

が
実

施
さ

れ
て

い
て

、
利

用
希

望
者

を
あ

る
程

度
把

握
し

て
い

る
。

○
1
3
8
条

第
２

項
地

域
密

着
型

施
設

サ
ー

ビ
ス

計
画

に
関

す
る

業
務

を
担

当
す

る
介

護
支

援
専

門
員

(
以

下
「

計
画

担
当

介
護

支
援

専
門

員
」

と
い

う
。

)
は

、
地

域
密

着
型

施
設

サ
ー

ビ
ス

計
画

の
作

成
に

当
た

っ
て

は
、

入
所

者
の

日
常

生
活

全
般

を
支

援
す

る
観

点
か

ら
、

当
該

地
域

の
住

民
に

よ
る

自
発

的
な

活
動

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
等

の
利

用
も

含
め

て
地

域
密

着
型

施
設

サ
ー

ビ
ス

計
画

上
に

位
置

付
け

る
よ

う
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

○
1
3
8
条

第
3
項

計
画

担
当

介
護

支
援

専
門

員
は

、
地

域
密

着
型

施
設

サ
ー

ビ
ス

計
画

の
作

成
に

当
た

っ
て

は
、

適
切

な
方

法
に

よ
り

、
入

所
者

に
つ

い
て

、
そ

の
有

す
る

能
力

、
そ

の
置

か
れ

て
い

る
環

境
等

の
評

価
を

通
じ

て
入

所
者

が
現

に
抱

え
る

問
題

点
を

明
ら

か
に

し
、

入
所

者
が

自
立

し
た

日
常

生
活

を
営

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

上
で

解
決

す
べ

き
課

題
を

把
握

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

○
1
3
8
条

第
５

項
計

画
担

当
介

護
支

援
専

門
員

は
、

入
所

者
の

希
望

及
び

入
所

者
に

つ
い

て
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
結

果
に

基
づ

き
、

入
所

者
の

家
族

の
希

望
を

勘
案

し
て

、
入

所
者

及
び

そ
の

家
族

の
生

活
に

対
す

る
意

向
、

総
合

的
な

援
助

の
方

針
、

生
活

全
般

の
解

決
す

べ
き

課
題

、
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

入
所

者
生

活
介

護
の

目
標

及
び

そ
の

達
成

時
期

、
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

入
所

者
生

活
介

護
の

内
容

、
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

入
所

者
生

活
介

護
を

提
供

す
る

上
で

の
留

意
事

項
等

を
記

載
し

た
地

域
密

着
型

施
設

サ
ー

ビ
ス

計
画

の
原

案
を

作
成

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

5



平
成
2
1
年
度
 八
戸
市
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
 評
価
基
準

損
害

賠
償

保
険

の
加

入
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

る
か

。

（
例

）
・

緊
急

時
の

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

整
備

さ
れ

て
い
る

。
・

法
人

と
し

て
、

全
職

員
に

対
し

、
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
沿

っ
た

訓
練

を
実

施
し

て
い

る
。

事
業

所
に

お
け

る
事

故
等

、
緊

急
の

場
合

の
処

遇
等

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
る

か
。

・
「

具
体

的
」

と
は

？

利
用

者
の

火
気

の
扱

い
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

る
か

。

○
1
5
5
条

第
４

項
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

は
、

入
所

者
に

対
す

る
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

入
所

者
生

活
介

護
の

提
供

に
よ

り
賠

償
す

べ
き

事
故

が
発

生
し

た
場

合
は

、
損

害
賠

償
を

速
や

か
に

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

○
1
5
5
条

第
１

項
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

は
、

事
故

の
発

生
又

は
そ

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

、
次

の
各

号
に

定
め

る
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
一

事
故

が
発

生
し

た
場

合
の

対
応

、
次

号
に

規
定

す
る

報
告

の
方

法
等

が
記

載
さ

れ
た

事
故

発
生

の
防

止
の

た
め

の
指

針
を

整
備

す
る

こ
と

。
二

事
故

が
発

生
し

た
場

合
又

は
そ

れ
に

至
る

危
険

性
が

あ
る

事
態

が
生

じ
た

場
合

に
、

当
該

事
実

が
報

告
さ

れ
、

そ
の

分
析

を
通

し
た

改
善

策
に

つ
い

て
、

従
業

者
に

周
知

徹
底

を
図

る
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

。
三

事
故

発
生

の
防

止
の

た
め

の
委

員
会

及
び

従
業

者
に

対
す

る
研

修
を

定
期

的
に

行
う

こ
と

。
○

1
5
5
条

第
２

項
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

は
、

入
所

者
に

対
す

る
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

入
所

者
生

活
介

護
の

提
供

に
よ

り
事

故
が

発
生

し
た

場
合

は
、

速
や

か
に

市
町

村
、

入
所

者
の

家
族

等
に

連
絡

を
行

う
と

と
も

に
、

必
要

な
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
○

1
5
5
条

第
３

項
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

は
、

前
項

の
事

故
の

状
況

及
び

事
故

に
際

し
て

採
っ

た
処

置
に

つ
い

て
記

録
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

6



平
成
2
1
年
度
 八
戸
市
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
 評
価
基
準

・
虐

待
防

止
や

虐
待

対
応

に
関

す
る

基
本

的
な

考
え

方
や

取
り

組
み

、
そ

れ
を

実
現

し
継

続
す

る
た

め
の

方
策

が
具

体
的

で
あ

る
。

（
例

）
・

オ
ン

ブ
ズ

マ
ン

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
て

い
る
。

・
第

三
者

評
価

機
関

を
設

置
し

て
い

る
。

利
用

者
の

意
見

・
要

望
を

サ
ー

ビ
ス

向
上

に
つ

な
げ

る
仕

組
み

を
検

討
し

て
い

る
か

。

・
例

え
ば

？
○

第
1
5
7
条

（
第

3
7
条

を
準

用
）

指
定

地
域

密
着

型
介

護
老

人
福

祉
施

設
事

業
者

は
、

提
供

し
た

指
定

地
域

密
着

型
介

護
老

人
福

祉
施

設
生

活
介

護
に

係
る

利
用

者
及

び
そ

の
家

族
か

ら
の

苦
情

に
迅

速
か

つ
適

切
に

対
応

す
る

た
め

に
、

苦
情

を
受

け
付

け
る

た
め

の
窓

口
を

設
置

す
る

等
の

必
要

な
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

感
染

症
・

食
中

毒
対

策
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

る
か

。

・
例

え
ば

？
（

例
）

・
感

染
症

・
食

中
毒

の
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。
・

定
期

的
な

職
員

研
修

等
を

実
施

・
計

画
し

て
い
る

。

虐
待

防
止

対
策

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
る

か
。

・
「

具
体

的
」

と
は

？
○

1
3
7
条

第
４

項
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

は
、

指
定

地
域

密
着

型
介

護
老

人
福

祉
施

設
入

所
者

生
活

介
護

の
提

供
に

当
た

っ
て

は
、

当
該

入
所

者
又

は
他

の
入

所
者

等
の

生
命

又
は

身
体

を
保

護
す

る
た

め
緊

急
や

む
を

得
な

い
場

合
を

除
き

、
身

体
的

拘
束

等
を

行
っ

て
は

な
ら

な
い

。
○

1
3
7
条

第
5
項

指
定

地
域

密
着

型
介

護
老

人
福

祉
施

設
は

、
前

項
の

身
体

的
拘

束
等

を
行

う
場

合
に

は
、

そ
の

態
様

及
び

時
間

、
そ

の
際

の
入

所
者

の
心

身
の

状
況

並
び

に
緊

急
や

む
を

得
な

い
理

由
を

記
録

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

○
1
5
1
条

第
1
項

指
定

地
域

密
着

型
介

護
老

人
福

祉
施

設
は

、
入

所
者

の
使

用
す

る
食

器
そ

の
他

の
設

備
又

は
飲

用
に

供
す

る
水

に
つ

い
て

、
衛

生
的

な
管

理
に

努
め

、
又

は
衛

生
上

必
要

な
措

置
を

講
ず

る
と

と
も

に
、

医
薬

品
及

び
医

療
機

器
の

管
理

を
適

正
に

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
○

1
5
1
条

第
２

項
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

は
、

当
該

指
定

地
域

密
着

型
介

護
老

人
福

祉
施

設
に

お
い

て
感

染
症

又
は

食
中

毒
が

発
生

し
、

又
は

ま
ん

延
し

な
い

よ
う

に
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

措
置

を
講

じ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

一
当

該
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

に
お

け
る

感
染

症
及

び
食

中
毒

の
予

防
及

び
ま

ん
延

の
防

止
の

た
め

の
対

策
を

検
討

す
る

委
員

会
を

お
お

む
ね

三
月

に
一

回
以

上
開

催
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

結
果

に
つ

い
て

、
介

護
職

員
そ

の
他

の
従

業
者

に
周

知
徹

底
を

図
る

こ
と

。
二

当
該

指
定

地
域

密
着

型
介

護
老

人
福

祉
施

設
に

お
け

る
感

染
症

及
び

食
中

毒
の

予
防

及
び

ま
ん

延
の

防
止

の
た

め
の

指
針

を
整

備
す

る
こ

と
。

三
当

該
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

に
お

い
て

、
介

護
職

員
そ

の
他

の
従

業
者

に
対

し
、

感
染

症
及

び
食

中
毒

の
予

防
及

び
ま

ん
延

の
防

止
の

た
め

の
研

修
を

定
期

的
に

実
施

す
る

こ
と

。
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平
成
2
1
年
度
 八
戸
市
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
 評
価
基
準

3
（

例
）

・
開

設
当

初
か

ら
登

録
人

員
（

上
限

）
１

０
０

％
の

利
用

を
見

込
ん

で
い

る
。

・
役

員
等

一
部

の
者

に
高

額
な

給
料

を
見

込
ん

で
い

る
。

・
収

支
見

込
み

が
甘

く
、

資
金

繰
り

に
不

安
が

あ
る

。
（

運
営

自
己

資
金

と
し

て
、

年
間

事
業

費
の

２
か

月
分

が
確

保
さ

れ
て

い
な

い
。

）

（
例

）
・

入
所

指
針

を
整

備
し

、
介

護
の

必
要

性
が

高
い
者

を
優

先
的

に
受

け
入

れ
る

。
・

タ
ー

ミ
ナ

ル
ケ

ア
へ

の
取

り
組

み
が

明
確

で
あ
る

。
事

業
収

支
計

画
収

入
確

保
の

見
込

み
や

、
役

員
及

び
管

理
者

等
の

給
料

や
運

営
費

の
支

出
計

画
が

妥
当

か
。

・
「

妥
当

で
な

い
」

と
は

？

重
度

者
に

対
応

で
き

る
環

境
の

整
備

を
検

討
し

て
い

る
か

。

・
例

え
ば

？
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